
朝
、ふ
れ
た
手
が

　
陽
の
光
よ
り
あ
た
た
か
い

あなたの農地、借りてくれる人探してみませんか

今すぐ送れる意向調査票

あつぎの花に、恋をしよう。

2面

農地を守れ！鳥獣被害と闘う人たち
ＳＴＯＰ!! 鳥獣被害～猟友会の活動～

毎週日曜日（定休日１月第１日曜日） 
４～９月　午前５時 30 分から午前７時まで
10～３月　午前６時から午前７時まで
厚木市文化会館駐車場（厚木市恩名 1-9-20）

厚木市民朝市

3面

4面 新春  花特集

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
輝

か
し
い
希
望
に
あ
ふ
れ
た
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
甚
大
な
暴
風
・

豪
雨
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
の
度

重
な
る
上
陸
な
ど
、
農
作
物
の
育
成

は
も
と
よ
り
、
国
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
災
害
が
多
く
発
生
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
依
然
と
し
て
、
大
変
厳
し
い

情
勢
下
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
農
業
委
員
会
で

は
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
新
体
制
の
も
と
、
両
委

員
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の
２
年
間
、

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進（
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、

新
規
参
入
の
促
進
）
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
、
本
年
10
月
に
は
、

委
員
の
改
選
期
を
迎
え
ま
す
。
残
り

僅
か
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
本
市
農
業
を
支
え
る
べ
く
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
委
員
は
、
農
業
者
の
代
表

と
し
て
の
自
覚
と
信
念
を
持
ち
、
農

業
経
営
の
よ
り
一
層
の
向
上
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

農
業
者
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

厚木市農業委員会
ほり いけ はる お

会長　堀池　春夫

2019年
1月1日

編集・発行
厚木市農業委員会
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「あつぎ農委だより」では、自主財源確保のため、広告掲載事業を実施しています。



お手続きは、ＪＡあつぎ本所、各支所または農業委員会事務局へ
詳しくは…

意見・要望書を掲げる堀池会長（左）と小林市長（右）

厳しい表情で猟銃を構える安藤忠幸支部長

スノードロップ

ミカンの香りがただよう

しない

する
特定開発に該当

事前相談

農業委員会

事前調整

特定開発事業の承認

許可指令書交付

関 係 各 課
農業委員会と事前調整

特定開発事業承認
申請書の提出

農地転用許可
申請書の提出

工事完了報告書の
提出

農業振興
地域

農用地
区域

市街化
区域

農業用施設用地

農地
農業集落

山林

　

本
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
の
代

表
と
し
て
、
農
業
生
産
力
の
増
大
や
農

業
従
事
者
の
地
位
向
上
の
た
め
、
施
策

及
び
予
算
に
つ
い
て
、
毎
年
、
意
見
・

要
望
書
を
市
長
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
新
規
要
望

◎
市
の
都
市
農
業
振
興
計
画
に
お
け
る

各
地
区
で
の
話
し
合
い
（
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
）
に
お
い
て
、
現
状
を
よ

く
把
握
し
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

◎
里
山
を
適
切
に
管
理
・
保
全
で
き
る

手
段
を
考
え
、
農
地
利
用
の
促
進
を

図
る
こ
と
。

◎
資
材
置
場
等
の
利
用
に
つ
い
て
、
隣

接
農
地
に
影
響
の
な
い
よ
う
指
導
を

徹
底
す
る
こ
と
。

◎
初
期
に
設
置
さ
れ
た
広
域
獣
害
防
護

柵
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
、
計

画
的
な
改
修
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

　

そ
の
他
、合
わ
せ
て
22
項
目
の
意
見
・

要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
野
に
あ
る

ミ
カ
ン
畑
に

は
、
近
く
の
幼

稚
園
に
通
う
園

児
の
夢
中
に
な

る
姿
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
ミ
カ
ン

畑
を
耕
作
し
て

い
る
の
は
、
小

野
に
お
住
ま
い

の
三
橋
曻
さ
ん
（
80
歳
）
で
す
。

　

三
橋
さ
ん
は
、
退
職
後
、
ど
う
し
た

ら
自
分
の
育
っ
た
地
域
に
貢
献
で
き
る

の
か
を
考
え
た
と
言
い
ま
す
。そ
し
て
、

農
地
を
持
つ
者
と
し
て
、
農
地
を
活
か

し
、
地
域
に
う
る
お
い
を
、
子
ど
も
に

教
育
の
場
を
提
供
し
た
い
と
考
え
、
本

格
的
に
農
業
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　
「
ミ
カ
ン
を
目
の
前
に
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
目
を
輝
か
せ
、
言
葉
を
忘
れ

る
く
ら
い
夢
中
に
な
っ
て
く
れ
る
。
農

業
者
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る

と
き
だ
。」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し

ま
す
。

　
「
も
っ
と
地
域
の
方
が
触
れ
合

え
る
場
に
し
た
い
。
花
の
香
り
で

季
節
を
感
じ
る
と
言
っ
て
く
れ
る

人
も
い
る
。
そ
う
い
っ
た
方
や
近

く
の
高
齢
者
施
設
の
方
を
呼
ん

で
、
ミ
カ
ン
狩
り
を
企
画
す
る
の

も
良
さ
そ
う
だ
。」
と
楽
し
そ
う

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
に
就
農
し
た
吉
岡
祐
邦

さ
ん
（
34
歳
）
は
、
現
在
、
上
依
知
で

59
㌃
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

―

就
農
ま
で
の
経
過
は

　

Ｉ
Ｔ
企
業
で
ゲ
ー
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
農
業
へ
の

憧
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、Ｊ

Ａ
あ
つ
ぎ
の
農
業
塾
の
募
集
を
見
て
、

「
こ
れ
だ
！
」
と
思
い
、
申
し
込
み
ま

し
た
。
そ
の
後
、１
年
間
農
業
を
学
び
、

農
家
で
の
研
修
を
経
て
、
地
元
で
あ
る

上
依
知
で
就
農
し
ま
し
た
。　

―

現
在
の
作
付
け
の
状
況
は

　

加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
や
津
久
井
在
来

大
豆
、
麦
を
作
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
農
地
を
拡
大
し
て
、
ス
イ
カ
の
栽

培
を
取
り
入
れ
、
安
定
し
た
収
穫
を

目
指
し
ま
す
。

―

苦
労
し
て
い
る
こ
と
は

　

今
年
は
暑
い
日
が
多
か
っ
た
の

で
、雑
草
と
の
戦
い
が
大
変
で
し
た
。

　

ま
た
、
畑
に
水
が
入
っ
て
し
ま
い
、

大
豆
が
発
芽
し
な
か
っ
た
り
、
発
芽
し

て
も
生
育
が
悪
か
っ
た
り
と
、
思
う
よ

う
に
栽
培
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

―

こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　

作
物
を
栽
培
す
る
だ
け
で
な
く
、
６

次
産
業
化
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

経
験
を
農
業
に
活
か
し
て
い
け
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
定
め
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
が
昨
年
７
月
20
日
、
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

　

整
備
計
画
は
、
農
地
と
農
地
以
外
の

土
地
利
用
の
調
整
を
図
り
、
地
域
に
必

要
な
農
業
施
策
を
計
画
的
に
実
施
す
る

こ
と
で
、
農
業
の
健
全
な
発
展
と
土
地

の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　

整
備
計
画
で
は
、
農
用
地
区

域
は
、
北
部
地
区
で
１
９
９
㌶
、

西
部
地
区
で
59
㌶
、
南
部
地
区

で
１
５
５
㌶
を
農
用
地
区
域
と

し
て
確
保
し
、
農
業
振
興
を
図

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
厚
木
市
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
農
業

の
担
い
手
を
育
成
し
て
い
く
こ

と
や
農
地
中
間
管
理
機
構
を
利

用
し
た
農
地
利
用
集
積
を
促
進
し
て
い

く
こ
と
な
ど
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
業
政
策
課

☎
225
局
２
８
０
０

　

本
市
に
お
い
て
農
作
物
の
鳥
獣
被
害

は
深
刻
で
す
。
２
０
１
７
年
の
被
害
額

は
、
申
告
が
あ
っ
た
も
の
だ
け
で
も
、

約
４
８
０
万
円
に
上
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
市
の
鳥
獣
被
害
を

食
い
止
め
る
た
め
、猟
友
会
に
所
属
し
、

活
動
し
て
い
る
方
た
ち
が
い
ま
す
。

　

猟
友
会
厚
木
支
部
に
は
、
駆
除
隊
員

が
約
30
人
所
属
し
て
お
り
、
普
段
は
10

人
か
ら
15
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
被

害
が
報
告
さ
れ
た
地
域
の
山
に
入
り
、

猟
銃
で
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
駆
除
す
る

ほ
か
、
サ
ル
や
ク
マ
な
ど
の
追
払
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

野
生
動
物
に
よ
る
農
業
被
害
に
つ
い

て
、支
部
長
の
安
藤
忠
幸
さ
ん
（
68
歳
）

は
、「
山
と
人
里
の
間
に
あ
る
里
山
や

農
地
の
手
入
れ
が
行
き
届
か
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
野
生
動
物
の
行
動
を
制
限

す
る
も
の
が
な
く
な
り
、
人
里
に
下
り

て
き
や
す
く
な
っ
た
た
め
、
増
加
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
推
測
し
て

い
ま
す
。

　
「
我
々
の
活
動
に
ミ
ス
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
ミ
ス
は
文
字
ど
お
り
命
取
り
を

意
味
し
ま

す
。
事
故

が
起
き
な

い
よ
う
、

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、

誰
が
ど
こ

で
何
を
し

よ
う
と
し

て
い
る
の

か
、
常
に

新
規
就
農
者
の
紹
介

み
つ
は
し
の
ぼ
る

よ
し
お
か
ゆ
う
ほ
う

Q農地を買って耕作したいときはどうすればいいの？
A農地法の許可をとる必要があるよ。ただし次の要件等を満たし
　ていないといけないんだ。
　◎農地を全て効率的に耕作すると認められること
　◎年間150日以上耕作をすると認められること
　◎取得後の経営面積が下限面積を超えること
Q下限面積ってなぁに？
A農地を買うために必要な面積要件のことだよ。
　下限面積は、農業委員会が区域内の農業状況をみて、一定の基準
　に従って定めることができるんだ。昨年10月に、これまで30㌃と
　してきたけど、25㌃へと引き下げたんだよ。

　調整区域内農地を転
用する場合には、申請手
続きにご注意ください。
　調整区域内農地の転
用をお考えの方は、農
業委員会に事前の相談
が必要です。
　また、その転用行為
が特定開発に該当する
場合、許可申請は特定
開発事業の承認後に受
け付けしています。
　なお、事前調整にお
いて、必要と認められ
る場合、農業委員によ
る聴取が行われます。

NEW
FARMER

農
地
利
用
最
適
化
の
た
め
の

意
見
・
要
望
書
を
提
出

地
域
に
う
る
お
い
を

地
域
に
う
る
お
い
を

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
決
定

人
と
自
然
の
共
存
の
た
め
に

農
用
地
区
域

４
１
３
㌶
、
確
保
を
図
る

市
の
農
地
を
守
る
ハ
ン
タ
ー

神
奈
川
県
猟
友
会
厚
木
支
部

常
に〝
い
の
ち
〞と
向
き
合
う

農地意向調査票
あなたの農地、借りてくれる人を探してみませんか。
　次の事項にご記入いただき、本紙を農業委員会まで持参
または郵送ください。（　  〒243-8511　厚木市中町 3-17-17）
　いただきました情報は、厚木市都市農業支援センター及び神奈川県
農地中間管理機構と共有し、貸し借りのあっせんに活用します。
　なお、貸し借りに結び付かない場合もありますので、あらかじめご
了承ください。

　公表への合意をいただいた場合には、農地情報閲覧サービス「全国農
地ナビ」（https://www.alis-ac.jp）等を活用し、広く借り手を募集いたし
ます。（※氏名、住所、電話番号につきましては、公表いたしません。）

フ リ ガ ナ

氏 　 　 名

住 　 　 所

電 話 番 号

貸したい農地の所在地番
公表への同意
（いずれかに〇）

（複数可）
上記農地についての意向を公表することに

同意します・同意しません

㊞

農地の貸し手
募集中

S
T
O
P
!!
鳥
獣
被
害
〜
猟
友
会
の
活
動
〜

気
を
配
っ
て
い
ま
す
。」
と
安
藤
さ
ん

は
、
真
剣
な
面
持
ち
で
語
り
ま
す
。

　

野
生
動
物
は
、個
体
数
が
増
え
れ
ば
、

食
料
が
足
ら
な
く
な
り
、
人
里
に
下
り

て
き
ま
す
。
猟
友
会
の
活
動
は
、
個
体

数
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
人
と
自
然
が

共
存
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。

推
進
委
員
の

　
　
活
動
記
録

推
進
委
員
の

　
　
活
動
記
録

　

本
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
利
用

状
況
を
細
か
く
確
認
す
る
た
め
、毎
月
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
特
に
８
月
と
９
月
は
、
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
と
し
、
市
内

全
て
の
農
地
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
13
・
47
㌶
が

遊
休
農
地
と
し
て
、
39
・
９
㌶
が
管
理

や
耕
う
ん
の
み
で
作
付
け
が
さ
れ
て
い

な
い
農
地
と
し
て
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を
農
地
利

用
の
最
適
化
に
活
か
す
た
め
、
11
月
か

ら
推
進
委
員
が
遊
休
農
地
の
所
有
者
を

直
接
訪
問
し
、
今
後
の
意
向
を
確
認
し

て
い
ま
す
。　

　

本
紙
４
面
で
は
、
花
の
特
集
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

 　

寒
さ
に
強
い
花
は
、
ビ
オ
ラ
、
ス

ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
、
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ

ン
な
ど
が
代
表
的
で
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

花
に
は
、心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
土
に
触
れ
、
厚
木
の
花
で
寄
せ
植

え
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
玄
関
も
華
や
か
に
、
心
も
和
み

ま
す
。

　
「
あ
つ
ぎ
農
委
だ
よ
り
」
が
、
農
業

へ
の
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
く
、
第
一

歩
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
８
年

遊
休
農
地
、
13
・
47
㌶

将来のあつぎの農業を担う方を対象に研修講座を開講します。

　新たに市内で就農を目指している方を対象に実践的な講座とほ場
　実習を通して、新規就農者としての知識を学びます。
■申 1月15、16日、ＪＡあつぎ本所に申込書と営農計画書を提出、面接審
査あり

＜新規就農コース＞

　厚木市農業委員会では、2018年10月から農地を
取得する際の下限面積を25㌃と定めました。
　耕作を目的として農地を取得する際には、権利
取得後に一定の面積以上の経営をする必要があり
ますが、市内の農業状況を考慮し、この面積を30
㌃から25㌃へと引き下げました。

　講座とほ場での栽培実習を通し、農業に関する基礎知識を学びます。
■申 2月4、5日、ＪＡあつぎ本所に申込書を提出

＜基礎・応用コース＞

　ＪＡあつぎ指導販売部　地域農業対策課　☎221局2273
＜問い合わせ先＞

　

こ
の
意
向
調
査
の
結
果
を
基
に
、
都

市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
や
農
地
中
間
管

理
機
構
と
連
携
し
、
遊
休
農
地
の
解
消

と
農
地
の
集
積
・
集
約
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

農
業
委
員
編
集
手
記

農
政
担
当
理
事　

木
原　

淳
子

農地転用許可申請
手続きのお知らせ

農業塾受講生
募集開始

農地取得要件の緩和

25
アール

３月
開講

あ
ん
ど
う
た
だ
ゆ
き

農地の貸し借りに関するご相談は、厚木市都市農業支援センターまで。 神奈川県厚木市水引2-9-2 JAあつぎ本所2階 ☎046-221-5511 FAX046-224-8414
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お手続きは、ＪＡあつぎ本所、各支所または農業委員会事務局へ
詳しくは…

意見・要望書を掲げる堀池会長（左）と小林市長（右）

厳しい表情で猟銃を構える安藤忠幸支部長

スノードロップ

ミカンの香りがただよう

しない

する
特定開発に該当

事前相談

農業委員会

事前調整

特定開発事業の承認

許可指令書交付

関 係 各 課
農業委員会と事前調整

特定開発事業承認
申請書の提出

農地転用許可
申請書の提出

工事完了報告書の
提出

農業振興
地域

農用地
区域

市街化
区域

農業用施設用地

農地
農業集落

山林

　

本
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
の
代

表
と
し
て
、
農
業
生
産
力
の
増
大
や
農

業
従
事
者
の
地
位
向
上
の
た
め
、
施
策

及
び
予
算
に
つ
い
て
、
毎
年
、
意
見
・

要
望
書
を
市
長
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
新
規
要
望

◎
市
の
都
市
農
業
振
興
計
画
に
お
け
る

各
地
区
で
の
話
し
合
い
（
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
）
に
お
い
て
、
現
状
を
よ

く
把
握
し
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

◎
里
山
を
適
切
に
管
理
・
保
全
で
き
る

手
段
を
考
え
、
農
地
利
用
の
促
進
を

図
る
こ
と
。

◎
資
材
置
場
等
の
利
用
に
つ
い
て
、
隣

接
農
地
に
影
響
の
な
い
よ
う
指
導
を

徹
底
す
る
こ
と
。

◎
初
期
に
設
置
さ
れ
た
広
域
獣
害
防
護

柵
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
、
計

画
的
な
改
修
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

　

そ
の
他
、合
わ
せ
て
22
項
目
の
意
見
・

要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
野
に
あ
る

ミ
カ
ン
畑
に

は
、
近
く
の
幼

稚
園
に
通
う
園

児
の
夢
中
に
な

る
姿
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
ミ
カ
ン

畑
を
耕
作
し
て

い
る
の
は
、
小

野
に
お
住
ま
い

の
三
橋
曻
さ
ん
（
80
歳
）
で
す
。

　

三
橋
さ
ん
は
、
退
職
後
、
ど
う
し
た

ら
自
分
の
育
っ
た
地
域
に
貢
献
で
き
る

の
か
を
考
え
た
と
言
い
ま
す
。そ
し
て
、

農
地
を
持
つ
者
と
し
て
、
農
地
を
活
か

し
、
地
域
に
う
る
お
い
を
、
子
ど
も
に

教
育
の
場
を
提
供
し
た
い
と
考
え
、
本

格
的
に
農
業
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　
「
ミ
カ
ン
を
目
の
前
に
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
目
を
輝
か
せ
、
言
葉
を
忘
れ

る
く
ら
い
夢
中
に
な
っ
て
く
れ
る
。
農

業
者
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る

と
き
だ
。」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し

ま
す
。

　
「
も
っ
と
地
域
の
方
が
触
れ
合

え
る
場
に
し
た
い
。
花
の
香
り
で

季
節
を
感
じ
る
と
言
っ
て
く
れ
る

人
も
い
る
。
そ
う
い
っ
た
方
や
近

く
の
高
齢
者
施
設
の
方
を
呼
ん

で
、
ミ
カ
ン
狩
り
を
企
画
す
る
の

も
良
さ
そ
う
だ
。」
と
楽
し
そ
う

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
に
就
農
し
た
吉
岡
祐
邦

さ
ん
（
34
歳
）
は
、
現
在
、
上
依
知
で

59
㌃
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

―

就
農
ま
で
の
経
過
は

　

Ｉ
Ｔ
企
業
で
ゲ
ー
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
農
業
へ
の

憧
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、Ｊ

Ａ
あ
つ
ぎ
の
農
業
塾
の
募
集
を
見
て
、

「
こ
れ
だ
！
」
と
思
い
、
申
し
込
み
ま

し
た
。
そ
の
後
、１
年
間
農
業
を
学
び
、

農
家
で
の
研
修
を
経
て
、
地
元
で
あ
る

上
依
知
で
就
農
し
ま
し
た
。　

―

現
在
の
作
付
け
の
状
況
は

　

加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
や
津
久
井
在
来

大
豆
、
麦
を
作
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
農
地
を
拡
大
し
て
、
ス
イ
カ
の
栽

培
を
取
り
入
れ
、
安
定
し
た
収
穫
を

目
指
し
ま
す
。

―

苦
労
し
て
い
る
こ
と
は

　

今
年
は
暑
い
日
が
多
か
っ
た
の

で
、雑
草
と
の
戦
い
が
大
変
で
し
た
。

　

ま
た
、
畑
に
水
が
入
っ
て
し
ま
い
、

大
豆
が
発
芽
し
な
か
っ
た
り
、
発
芽
し

て
も
生
育
が
悪
か
っ
た
り
と
、
思
う
よ

う
に
栽
培
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

―

こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　

作
物
を
栽
培
す
る
だ
け
で
な
く
、
６

次
産
業
化
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

経
験
を
農
業
に
活
か
し
て
い
け
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
定
め
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
が
昨
年
７
月
20
日
、
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

　

整
備
計
画
は
、
農
地
と
農
地
以
外
の

土
地
利
用
の
調
整
を
図
り
、
地
域
に
必

要
な
農
業
施
策
を
計
画
的
に
実
施
す
る

こ
と
で
、
農
業
の
健
全
な
発
展
と
土
地

の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　

整
備
計
画
で
は
、
農
用
地
区

域
は
、
北
部
地
区
で
１
９
９
㌶
、

西
部
地
区
で
59
㌶
、
南
部
地
区

で
１
５
５
㌶
を
農
用
地
区
域
と

し
て
確
保
し
、
農
業
振
興
を
図

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
厚
木
市
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
農
業

の
担
い
手
を
育
成
し
て
い
く
こ

と
や
農
地
中
間
管
理
機
構
を
利

用
し
た
農
地
利
用
集
積
を
促
進
し
て
い

く
こ
と
な
ど
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
業
政
策
課

☎
225
局
２
８
０
０

　

本
市
に
お
い
て
農
作
物
の
鳥
獣
被
害

は
深
刻
で
す
。
２
０
１
７
年
の
被
害
額

は
、
申
告
が
あ
っ
た
も
の
だ
け
で
も
、

約
４
８
０
万
円
に
上
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
市
の
鳥
獣
被
害
を

食
い
止
め
る
た
め
、猟
友
会
に
所
属
し
、

活
動
し
て
い
る
方
た
ち
が
い
ま
す
。

　

猟
友
会
厚
木
支
部
に
は
、
駆
除
隊
員

が
約
30
人
所
属
し
て
お
り
、
普
段
は
10

人
か
ら
15
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
被

害
が
報
告
さ
れ
た
地
域
の
山
に
入
り
、

猟
銃
で
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
駆
除
す
る

ほ
か
、
サ
ル
や
ク
マ
な
ど
の
追
払
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

野
生
動
物
に
よ
る
農
業
被
害
に
つ
い

て
、支
部
長
の
安
藤
忠
幸
さ
ん
（
68
歳
）

は
、「
山
と
人
里
の
間
に
あ
る
里
山
や

農
地
の
手
入
れ
が
行
き
届
か
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
野
生
動
物
の
行
動
を
制
限

す
る
も
の
が
な
く
な
り
、
人
里
に
下
り

て
き
や
す
く
な
っ
た
た
め
、
増
加
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
推
測
し
て

い
ま
す
。

　
「
我
々
の
活
動
に
ミ
ス
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
ミ
ス
は
文
字
ど
お
り
命
取
り
を

意
味
し
ま

す
。
事
故

が
起
き
な

い
よ
う
、

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、

誰
が
ど
こ

で
何
を
し

よ
う
と
し

て
い
る
の

か
、
常
に

新
規
就
農
者
の
紹
介

み
つ
は
し
の
ぼ
る

よ
し
お
か
ゆ
う
ほ
う

Q農地を買って耕作したいときはどうすればいいの？
A農地法の許可をとる必要があるよ。ただし次の要件等を満たし
　ていないといけないんだ。
　◎農地を全て効率的に耕作すると認められること
　◎年間150日以上耕作をすると認められること
　◎取得後の経営面積が下限面積を超えること
Q下限面積ってなぁに？
A農地を買うために必要な面積要件のことだよ。
　下限面積は、農業委員会が区域内の農業状況をみて、一定の基準
　に従って定めることができるんだ。昨年10月に、これまで30㌃と
　してきたけど、25㌃へと引き下げたんだよ。

　調整区域内農地を転
用する場合には、申請手
続きにご注意ください。
　調整区域内農地の転
用をお考えの方は、農
業委員会に事前の相談
が必要です。
　また、その転用行為
が特定開発に該当する
場合、許可申請は特定
開発事業の承認後に受
け付けしています。
　なお、事前調整にお
いて、必要と認められ
る場合、農業委員によ
る聴取が行われます。

NEW
FARMER

農
地
利
用
最
適
化
の
た
め
の

意
見
・
要
望
書
を
提
出

地
域
に
う
る
お
い
を

地
域
に
う
る
お
い
を

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
決
定

人
と
自
然
の
共
存
の
た
め
に

農
用
地
区
域

４
１
３
㌶
、
確
保
を
図
る

市
の
農
地
を
守
る
ハ
ン
タ
ー

神
奈
川
県
猟
友
会
厚
木
支
部

常
に〝
い
の
ち
〞と
向
き
合
う

農地意向調査票
あなたの農地、借りてくれる人を探してみませんか。
　次の事項にご記入いただき、本紙を農業委員会まで持参
または郵送ください。（　  〒243-8511　厚木市中町 3-17-17）
　いただきました情報は、厚木市都市農業支援センター及び神奈川県
農地中間管理機構と共有し、貸し借りのあっせんに活用します。
　なお、貸し借りに結び付かない場合もありますので、あらかじめご
了承ください。

　公表への合意をいただいた場合には、農地情報閲覧サービス「全国農
地ナビ」（https://www.alis-ac.jp）等を活用し、広く借り手を募集いたし
ます。（※氏名、住所、電話番号につきましては、公表いたしません。）

フ リ ガ ナ

氏 　 　 名

住 　 　 所

電 話 番 号

貸したい農地の所在地番
公表への同意
（いずれかに〇）

（複数可）
上記農地についての意向を公表することに

同意します・同意しません

㊞

農地の貸し手
募集中

S
T
O
P
!!
鳥
獣
被
害
〜
猟
友
会
の
活
動
〜

気
を
配
っ
て
い
ま
す
。」
と
安
藤
さ
ん

は
、
真
剣
な
面
持
ち
で
語
り
ま
す
。

　

野
生
動
物
は
、個
体
数
が
増
え
れ
ば
、

食
料
が
足
ら
な
く
な
り
、
人
里
に
下
り

て
き
ま
す
。
猟
友
会
の
活
動
は
、
個
体

数
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
人
と
自
然
が

共
存
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。

推
進
委
員
の

　
　
活
動
記
録

推
進
委
員
の

　
　
活
動
記
録

　

本
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
利
用

状
況
を
細
か
く
確
認
す
る
た
め
、毎
月
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
特
に
８
月
と
９
月
は
、
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
と
し
、
市
内

全
て
の
農
地
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
13
・
47
㌶
が

遊
休
農
地
と
し
て
、
39
・
９
㌶
が
管
理

や
耕
う
ん
の
み
で
作
付
け
が
さ
れ
て
い

な
い
農
地
と
し
て
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を
農
地
利

用
の
最
適
化
に
活
か
す
た
め
、
11
月
か

ら
推
進
委
員
が
遊
休
農
地
の
所
有
者
を

直
接
訪
問
し
、
今
後
の
意
向
を
確
認
し

て
い
ま
す
。　

　

本
紙
４
面
で
は
、
花
の
特
集
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

 　

寒
さ
に
強
い
花
は
、
ビ
オ
ラ
、
ス

ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
、
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ

ン
な
ど
が
代
表
的
で
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

花
に
は
、心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
土
に
触
れ
、
厚
木
の
花
で
寄
せ
植

え
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
玄
関
も
華
や
か
に
、
心
も
和
み

ま
す
。

　
「
あ
つ
ぎ
農
委
だ
よ
り
」
が
、
農
業

へ
の
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
く
、
第
一

歩
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
８
年

遊
休
農
地
、
13
・
47
㌶

将来のあつぎの農業を担う方を対象に研修講座を開講します。

　新たに市内で就農を目指している方を対象に実践的な講座とほ場
　実習を通して、新規就農者としての知識を学びます。
■申 1月15、16日、ＪＡあつぎ本所に申込書と営農計画書を提出、面接審
査あり

＜新規就農コース＞

　厚木市農業委員会では、2018年10月から農地を
取得する際の下限面積を25㌃と定めました。
　耕作を目的として農地を取得する際には、権利
取得後に一定の面積以上の経営をする必要があり
ますが、市内の農業状況を考慮し、この面積を30
㌃から25㌃へと引き下げました。

　講座とほ場での栽培実習を通し、農業に関する基礎知識を学びます。
■申 2月4、5日、ＪＡあつぎ本所に申込書を提出

＜基礎・応用コース＞

　ＪＡあつぎ指導販売部　地域農業対策課　☎221局2273
＜問い合わせ先＞

　

こ
の
意
向
調
査
の
結
果
を
基
に
、
都

市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
や
農
地
中
間
管

理
機
構
と
連
携
し
、
遊
休
農
地
の
解
消

と
農
地
の
集
積
・
集
約
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

農
業
委
員
編
集
手
記

農
政
担
当
理
事　

木
原　

淳
子

農地転用許可申請
手続きのお知らせ

農業塾受講生
募集開始

農地取得要件の緩和

25
アール

３月
開講

あ
ん
ど
う
た
だ
ゆ
き

農地の貸し借りに関するご相談は、厚木市都市農業支援センターまで。 神奈川県厚木市水引2-9-2 JAあつぎ本所2階 ☎046-221-5511 FAX046-224-8414
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あつぎの花に、
恋をしよう。

　
「
花
セ
ラ
ピ
ー
花
育
授
業
」
が
戸
室

３
丁
目
に
あ
る
み
ど
り
保
育
園
で
行
わ

れ
、
園
児
た
ち
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
魅
力
あ
る
国
産
の
花
の
需

要
拡
大
を
目
的
と
し
た
「
国
産
花
き
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
」
の
一
環
で

す
。

　

授
業
で
は
、
市
内
バ
ラ
生
産
者
で
あ

る
内
田
博
夫
さ
ん
（
69
歳
）
か
ら
、
栽

培
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
実
際

に
バ
ラ
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
興
味
津
々

の
園
児
た
ち
は
、
と
げ
に
触
れ
、
歓
声

を
あ
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
草
花
が
配

心
の
色
の
ち
が
い
を
楽
し
む

わたしの

 寄せ植え

ら
れ
る
と
、
な
で
る
子
や
匂
い
を
か
ぐ

子
、
口
に
く
わ
え
て
み
る
子
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
作
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
に
は
、ど
れ
一
つ
と
し
て
、

同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
違
い

こ
そ
が
、
花
育
の
楽
し
さ
だ
と
講
師
で

あ
る
川
見
紀
子
さ
ん
と
東
條
り
え
さ
ん

は
言
い
ま
す
。　
　

　
「
み
ん
な
の
心
が
違
え
ば
、
選
ぶ
花

も
変
わ
っ
て
く
る
。見
本
も
な
く
、ル
ー

ル
も
な
い
。
そ
れ
が
花
育
の
魅
力
で

す
。」

　

子
ど
も
た
ち
の
心
に
は
、
花
の
よ
う

に
豊
か
な
色
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
く
晴
れ
た
10
月
の
朝
、
上
依
知
小

学
校
と
飯
山
小
学
校
の
一
角
に
た
く
さ

ん
の
ビ
オ
ラ
が
届
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
が
行
う
「
夢
あ
る
未
来

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
地
元
の
組
織

代
表
者
や
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
の
職
員
が
、
子

ど
も
た
ち
と
ビ
オ
ラ
の
植
栽
を
行
い
ま

し
た
。

〈
色
と
り
ど
り
の
笑
顔
と
ビ
オ
ラ
〉

　

上
依
知

小
学
校
で

は
、
児
童

が
、
農
業

者
に
教
え

て
も
ら
い

な
が
ら
、

４
０
０
鉢

の
ビ
オ
ラ

を
植
え
、

階
段
を
華

や
か
に
飾

り
ま
し
た
。

　

飯
山
小
学
校
で
は
、
１
年
生

と
６
年
生
で
ペ
ア
を
組
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
色
の
ビ
オ
ラ
を
組
み

合
わ
せ
て
、
楽
し
そ
う
に
植
え

替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

ど
の
子
も
自
分
で
植
え
替
え

た
ビ
オ
ラ
を
見
て
、
満
足
気
な

笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

〈
夢
あ
る
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
に
、
花
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
心
を
育
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
と
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
２
０
１
２
年
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

昨
年
は
、
約
３
2
０
０
鉢
の
ビ
オ
ラ

が
市
内
8
カ
所
の
小
中
学
校
や
幼
稚

園
、
保
育
園
で
、
色
と
り
ど
り
の
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。

　11月 23、24日に第 49回厚木市農業まつりが開催され、
約７万５千人が来場しました。今回は、寄せ植え体験コー
ナーに参加されたご家族の作品を見てみましょう。

大貫さんご夫婦。色の違う
スミレを使用して、華やか
な彩りに仕上げました。

親子三代で来た清水さん一
家。中心のネメシアがきれい
に映えるよう頑張ります。

花
を
通
じ
て
思
い
や
り
の
あ
る
心
を

　

国
産
花
き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
に
よ

り
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
厚
木
の
花
の
魅

力
に
つ
い
て
、
厚
木
市
園
芸
協
会
会
長

で
あ
り
、
花
き
温
室
部
会
部
会
長
で
も

あ
る
難
波
博
文
さ
ん
（
69
歳
）
に
お
話

し
を
伺
い
ま
し
た
。

̶
 

厚
木
市
園
芸
協
会
と
は

　

収
益
性
の
高
い
都
市
農
業
の
実
現
を

目
的
に
設
立
さ
れ
た
農
業
生
産
者
に
よ

る
団
体
で
す
。

̶
 

厚
木
の
花
の
魅
力
と
は

　

花
は
、
色
、
形
、
香
り
や
変
化
を
楽

し
め
る
ほ
か
、
生
活
の
一
部
と
し
て
飾

る
こ
と
で
、
心
に
潤
い
や
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
切
り

花
や
鉢
物
を
、
鮮
度
の
良
い
状
態
で
消

費
者
に
供
給
で
き
る
と
い
う
市
内
産
な

ら
で
は
の
魅
力
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
市
場
へ
の
出
荷
の
ほ
か

に
、
夢
未
市
な
ど
の
直
売
所
で
消
費
者

に
直
接
販
売
す
る
生
産
者
が
増
え
、
消

心
に
安
ら
ぎ
を
、人
に
ふ
れ
あ
い
を

６年生がサポート（飯山小）

費
者
と
触
れ
合
う
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

̶
 

こ
れ
か
ら
の
事
業
は

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
が
、
皆
さ
ま
に
身
近
に
花
を
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
生
産
者
が
講
師
と

な
っ
て
教
え
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教

室
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

✿
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

　

３
月
14
日
、
13
〜
15
時
、
ア
ミ
ュ
ー

あ
つ
ぎ
７
階
ａ
ｍ
ｙ
ｕ
ス
タ
ジ
オ

　

詳
細
は
、
２
月
15
日
発
行
の
広
報
あ

つ
ぎ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

この季節、育てるのにぴったりな「推し花」を紹介します。
●ノースポール

おすすめ用途付

３～５月が花期。日当たりがよく、
水はけのよい所を好みます。アブ
ラムシがつきやすいため、注意が
必要です。

切り花

花　壇

●パンジー
２～５月が花期。色が非常に豊富。
寒さに強いため、冬に戸外で育て
ることも可能ですが、霜には注意
が必要です。

花　壇

鉢植え

●クリスマスローズ
12～３月が花期。高温多湿を嫌う
ため、水はけのよい、半日陰で育
てるのが適しています。

切り花

鉢植え

季
節
の
お
し
花

農業者に教わる児童（上依知小）

う
ち 

だ

か
わ 

み
の
り 

こ

と
う
じ
ょ
う

ひ
ろ 

お

な
ん 

ば
ひ
ろ
ふ
み
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